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主体的・協働的に課題に取り組み，

批判的に思考する算数科の授業づくり
-2年「長さ」の指導を通して~
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研究の要約 --・・・・・・・・ー・-----------------
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これまで，算数科では，数量や図形についての問題場面からとらえた課題について，

i課題解決に有効な自分の考えを数学的な表現で友達と伝え合い，多様な数学的な表現
:をつなげることで，数学的な考え方をより確かにしていくことを大切にしてきた。そ

'の中で，数量や図形の意味をとらえ，課題解決に向けて筋道立てて考えたり表現した

りする力を身に付け，数学的な考え方に着目して考察・探究していくことができる子

どもの育成をめざしてきた。その一方で，教師の介入が多くなってしまい子ども同士

の対話的な学びによる考えの深化 ・発展が不十分になりがちであったり，正しい考え

方を見つけなければいけないという思いにとらわれて説明が画一的になりがちであっ

たりするなどの課題も見られる。

このような課題を改善し，算数科がめざす子どもの姿を明確にするために， r文部

科学省教育課程企画特別部会 論点整理 2015.8Jに示されている資質 ・能力の三つ

の柱をもとに， 2年「長さ」の授業づくりを通して， r主体的・協働的に課題に取り

組む力Jr批判的に思考する力」にスポットをあてて提案したい。
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1 はじめに

これまで，算数科では，数量や図形につ

いての問題場面からとらえた課題につい

て，課題解決に有効な自分の考えを数学的

な表現で友達と伝え合い，多様な数学的な

表現をつなげることで，数学的な考え方を

より確かにしていくことを大切にしてき

た。その中で，数量や図形の意味をとらえ，

課題解決に向けて筋道立てて考えたり表現

したりする力を身に付け，数学的な考え方

に着目して考察・探究していくことができ

る子どもの育成をめざしてきた。その一方

で，教師の介入が多くなってしまい子ども
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同士の対話的な学びによる考えの深化・発

展が不十分になりがちであったり，正しい

考え方を見つけなければいけないという思

いにとらわれて説明が画一的になりがちで

あったりするなどの課題も見られる。この

ような課題を改善し，算数科がめざす子ど

もの姿を明確にするために，論点整理に示

されている資質・能力の三つの柱につい

て，以下のように措定した。

( 1 )個別の知識・技能

-数量や図形に関する知識・技能

( 2)思考力・判断力・表現力等

・数量や図形について筋道立てて考えた

り説明したりする「論理的思考力」

・数量や図形を多面的・多角的に吟味す
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る「批判的思考力」

.数量や図形に関する新たな見方・考え

方を創り出す「創造的思考力」

・操作，算数言語，算数用語，数，式，

図，表，グラフなどを用いて考えを表

す「数学的表現力J

(3)学びに向かうカ・人間性等

-主体的に数量や図形にかかわり，課題

の発見・解決に向かう力

-数量や図形に関する多様な考えを尊重

する態度とお互いの考えや考えのよさ

を生かして協働的に課題を解決するカ

これらの資質・能力を育成し，前述した

課題の解決に向けて. 2年「長さj の授

業づくりを通して.r主体的・協働的に課
題に取り組むカJr批判的に思考するカ」

にスポットをあてて提案したい。

2 本研究の視点:r主体的・憧働的に隈圃
に取り組むカJr批判的に思考するカ』につ
いて

( 1) r主体的・協働的に課題解決に取り
組む力Jとは?

育成すべき資質・能力の三つの柱の1つ

である学びに向かうカ ・人間性等は，個別

の知識・能力や思考力 ・判断力・表現力等

が働く方向性を決定づける情意や態度等に

かかわるものである。これまで，算数科で

は，育成すべき資質・能力の三つの柱のう

ち，数量や図形に関する知識・技能，思考

力・判断力・表現力等の二つの柱について

は，焦点を当てた授業づくりを行ってきた。

また，子どもが主体的・協働的な学びに向

かうための指導方法についても工夫をして

きている。しかし，子どもの主体性・協働

性そのものを育成するという視点での授業

づくりは不十分であったと言える。

算数科で育成すべき「主体的に課題解決

に取り組むカj とは，自ら数量や図形にか

かわり，課題を発見し解決に向かうことで

あると考える。「協働的に課題解決に取り

組むカ」とは，数量や図形に関する多様な

考えを認め合い，友達とお互いの脅えや考

えのよさを生かして共に課題を解決してい

くことであると考える。したがっ陀，この

2つのカを主体的・協働的に課題解決に取

り組むカとした。

主体的・協働的に課題解決に取り組む力

の育成により，これまで課題であった子ど

も同士の対話的な学びの深化・発展もより

充実していくと考えられる。

( 2) r批判的に思考するカJとは?
「批判的思考(クリテイカル.1:/ンキン

グ)Jとは，他者の考えを否定的にとらえ

るのではなく，物事を多面的・多角的に吟

味し，見定めることである。

算数科において，多面的に吟味するとは，

いろいろな視点で. 1つの数量や図形に関

する見方や考え方をとらえていくことであ

ると考える。また，多角的に吟味するとは，

1つの視点で，いろいろな数量や図形に関

する見方や考え方をとらえ直していくこと

であると考える。例えば，第5学年の「内

角の和Jの学習において，多面的に吟味す

るとは，①頂点を集める，②分度器で測る，

③対角線で三角形に分ける，などの視点か

ら四角形の内角の和をとらえていくことで

ある。多角的に吟味するとは.r対角線で
三角形に分ける」という視点から，いろい

ろな多角形の内角の和を求め. rどんな多
角形の内角の和も，対角線をひいて三角形

に分ければ，習った三角形の内角の和18 

0
0 のいくつ分で求められるj などと，と

らえ直していくことである。

算数科で育成すべき資質・能力の三つの

柱のうち，批判的思考力は，思考力・判断

力・表現カ等に含まれる。算数科では，こ

れまで，筋道立てて考えたり説明したりす

る論理的思考力，新たな考えを創り出す創

造的思考カ，数学的表現力の育成について

焦点を当てた授業づくりを行ってきた。も

ちろん，これらを育成することは今後も必

要であるが，これからの変化の激しい社会

を生きる子どもにとって，物事を多面的 ・

多角的に吟味するカは必要不可欠であると

言える。数量や図形に関する見方や考え方
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を多面的 ・多角的に吟味する力を育成する

ことで，考え方が画一的になりがちである

という課題も改善していくことができると

考えた。

3 本研究の具体:指樽方法の工夫

( 1) r主体的 ・協働的に課題を解決する
力Jを育てるために

①主体的に課題に向かう

-板番やノートの大切な考え方がわかると

ころにカードやシールなどを貼らせる活

動を取り入れることで，恨拠を明らかに

しながら振り返りやすくする。

[根拠を明確にした振り返りの工夫1
.板番やノートに位置付けられたカードや

シ}ルなどをもとに，本時の学習の過程

を振り返る活動を設定することで，子ど

もの言葉で本時のまとめや次時への見通

しを務りやすくする。

[次時への見通しの表出の工夫】

②協働的に課題を解決していく

・いろいろな具体物や半具体物を用意し，

自分が選んだ具体物や半具体物を使って

考える活動にすることで，お互いの考え

に関心をもって交流しやすくする。

[多様な考えのもたせ方の工夫1
.多様な考えやお互いの考えのギャップを

明らかにすることで，自分とは異なる考

えを知りたいという交流する必要感をも

たせやすくする。

[交流の必要感のもたせ方の工夫1

(2)批判的に思考する力を育てるために

①多面的に吟味する

・誤答を提示し， rその考え方がどうして
いけないのかJを説明させることで，数
量や図形に関する見方や考え方をいろい

ろな視点でとらえやすくする。

[棋答の提示の工夫1
.反例を示して考えを説明させることで，

数量や図形に関する見方や考え方を確か

めやすくする。

[反例を示した説明のさせ方の工夫1

②多角的に吟味する

・考え方が確かになったところで，数値や

場面の異なる新たな数量や図形に出会わ

せることで， 1つの視点で，いろいろな

数量や図形に関する見方や考え方をとら

え直しやすくする。

【新たな数量や図形に出会わせる工夫l

4 指導の実瞭

( 1 )単元名 「長さJ

(2)単元目標

Oものさしのしくみや使い方，長さの普遍

単位 (cm，mm)のよみ方，かき方，相互

の関係を理解し，長さを rcmJや rm皿J

といった普遍単位を用いて表すことや，

ものさしを使って長さを測定したり直線

をかいたりすることができる。 (知書・蛾)

O任意単位による長さの測定を通して，長
さの普遍単位の必要性に気付くことがで

きる。 (l考・判断・表現)

O長さの普遍単位 (cm，皿)のよさに気付
き，ものさしを使って長さを測ったり直

線をかいたりしようとする。

(主体的に学習に取り勘肱)

(3 )単元許画(全7時間)

第一次任意単位による長さの測定を通し

た，普遍単位による長さの測定への

動機づけ

第1時長さ比べに関心をもち，長さの

普遍単位の必要性に気付く [本時]

第二次 長さの普遍単位(叩， 皿)のよみ

方，かき方，相互の関係

第1時長さの普遍単位(咽)の意味と

測定の仕方について考える

第2時長さの普遍単位(皿)の意味と

測定の仕方について考える

第3時 rcmJと「阻Jの相互の関係に

ついて考える
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第4時 ものさしを使った直線のかき方

について考える

第三次長さの普遍単位(咽，皿)のたし

算やひき算の仕方，量感を伴った見

積もり

第l時簡単な場合の長さのたし算やひ

き算の仕方について考える

第2時 量感を伴った身のまわりの憂さ

の見積もりと測定の仕方について

考える

本実践は，平成28年度岡山大学教育学

部附属小学校第2学年ろ組(男子18名，

ことで， rうさぎとりすが釣った魚の長さ
を比べるには， w閉じ長さのいく令分』を

使えばよし、」といった見通しをもたせ，次

のようなめあてを導いた。

めあて

本とうにりすのつった魚のほうが

長いのかはっきりさせよう!

学習活動2

うさぎとりすが釣った魚の長さの比

べ方を考える。

女子17名)で行った。 任意単位による長さの測定に必要な媒介

以下，授業の具体をもとに，指導の実際 物(基準量)になりそうなものを問いかけ

を示していきたい。 た。子どもは身のまわりのものやとれまで

「JffL時のめあていむ|
まずは場面絵と問題文を提示し，うさぎ

の釣った魚は「こぶし3つ分」であること，

りすの釣った魚は「こぶし4つ分」である

ことを知らせ， rこぶし3つ分とこぶし4

つ分では，どちらの魚が長いか」と問いか

けることにより， rうさぎとりすではこぶ

しの長さが違うため，このままでは比べ

られない」ことに気付きゃすくした。

「うさぎとりすではこぶしの長さが違う

ため，このままでは比べられない」といっ

た疑問の反応を取り上げ板書に位置付ける

の学習で扱ってきたものから， r数図プロ
ックJrおはじきJr消しゴム」などと長
さの測定に必要な媒介物になり得るものを

諮ってきた。子どもからいくつか出させた

ものを含めながら，数量や形状を吟味し準

備しておくことで，基準量を意識しながら

任意単位による長さの測定に意欲的に取り

組むことができた。子どもが発表Lてきた

ものを含んだ，任意単位による長さの測定

に必要な媒介物を様々な種類準備し(下記

参照)，その中から個々に選択させること

で，意図的 に測定結果にギャッ|プを生み

出させ，後の話合いの場面におい「て，お互

いの測定方法や結果に関心をもっ「て交流し

やすくした。

本実践で準備した媒介物

(等しい基準量の媒介物)

数図プロック，お金模型 (10円玉)， 

おはじき

(異なる基準量の媒介物)

様々な形状のクリップ，消しゴム，ベ

ットボトルキャップ

更に，上記の任意単位による長さの測定

に必要な媒介物(基準量)の中1;:1，後の話

合いの場面において反例の素材となりうる
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異なる基準量の媒介物を意図的に準備して 全体発表の前に，それぞれの魚の長さは

おくことで，任意単位による長さの測定を 「いくつ分になったのか」のみを問いかけ，

いろいろな視点でとらえやすくした。 そのギャップから友達が選択した媒介物が

また，うさぎとりすが釣った魚が描かれ

ているワークシートの上で，実際に自分が

選択した媒介物を操作しながら rooがい
くつ分」かを確かめさせることで，媒介物

の端と比べたいものの端を合わせること

や，魚の絵にかいである直線に沿ってすき

まなく並べて比べなければならないことに

気付かせていった。ワークシートには，魚

の絵やその上で媒介物を操作したことに対

応させて rooがいくつ分」かを書き込め
る欄を設けておいた。こうすることで，子

どもは自分が選択した媒介物が基準量とな

っていることや「閉じ長さのいくつ分Jで

比べなければならないことに目を向けやす

くなった。

学習活動3

うさぎとりすが釣った魚の長さの比

ペ方を話し合う。

いろいろ存在していることが明らかになっ

たところで，席が隣や前後の友達と roo
がいくつ分Jだったのか，お互いに質問を

しながら，考えを交流する必要感をもたせ

やすくした。席が隣や前後の友達との話合

いの際には，友達がどのような測定方法を

しているのか，また，その結果が自分と閉

じかどうかを確かめさせるようにすること

で.rooがいくつ分Jといった視点で説
明させやすくした。また，測定方法が自分

と異なる場合には，本当に正しい結果なの

か，実際に媒介物をワークシ}ト上で操作

しながらお互いに確かめ合う活動にするこ

とで，自分や友達が測定した基準量を明確

にして説明させやすくした。

全体発表の際には，教材提示装置を介し

て，ワークシートの上に自分の選択した媒

介物を実際に乗せて操作しながら説明させ

ることで.rooがいくつ分」かを視覚的
にとらえやすくした。
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「数図プロック 4こ分と数図プロック半

分でしたJr数図プロック 4こ分でした」
のように.rooがいくつ分」かを明確に
して説明させた。子どもは同じ長さのもの

をもとにして比べる必要性を確かめていっ

た。子どもの考えが共有された後で. 1つ

1つの考えを黒板に提示した絵に同比率で

拡大した掲示用の媒介物を乗せて測定した

結果を示した。基準量とした媒介物とその

いくつ分かを視覚的に整理し，それぞれの

考えを比較しながら鍍り返らせていった。

2. 3例の考えが黒板に位置付き. rO 

Oがいくつ分Jかで測定すればよいことが

明らかになってきたところで，教師が様々

な形状のクリップなどの異なる基準量の媒

介物を選択し，閉じ媒介物でも等しくない

基準量で測定した誤答を提示することで，

「閉じ長さのいくつ分を使わないといけな

い」といった任意単位による長さの測定の

仕方について反例をもとに説明させ，任意

単位による長さの測定の考えを確かめてい

った。

任意単位による長さの測定の考えが確か

になったところで，教師が釣ってきた魚を

提示した。子どもに選択させる媒介物に再

吟味をかけさせた上で，ワークシートの絵

の上で媒介物を操作させながら長さを測定

させる活動を取り入れることで.r同じ長
さのいくつ分」の測定の仕方を確かめてい

った。子どもは，それぞれの媒介物を操作

しながら rooがいくつ分」とそれぞれの
基準量で教師が釣ってきた魚の長さを発表

してきた。「先生が釣ってきた魚の長さは，

いったいどれだけといえばいいのかなJと

問うことで，もとになるものが違うと比べ

られないことから，普遍単位の必要

性に気付きゃすくした。

学習活動4

本時のまとめをする。

教師と一緒に板書をもとに本時の学習の

過程を振り返り，数名の子どもに板番上の

大切な考え方がわかるところ(f本日のお

すすめポイントJ)に「いいね!カード」

を貼らせた。これにより，今日の学習では

どんな考え方が大切だったのか根拠を明ら

かにしながら掻り返りやすくした。

板書に位置付けた「いいね!カード」を

概観させ，カードが集中している場所を強

調しながら「どうしてここが『本日のおす

すめポイント』だったのかなJと「いいね!

カードJを貼りに出てきていない子どもに

も閉し、かけた。子どもは「長さを比べるに

は，同じ長さのいくつ分で比べることJr同
じ長さのものでないと比べられないので，

いつでも誰とでも長さを比べられるものが

あればよいことjを明確にしながら，発言

してきた。このように.rいし、ね!カードJ
を板番に位置付けたり.rし、いね!カードJ
をもとに学びの過程を振り返らせたりした

ことで，子どもの言葉で本時のまとめや次

時への見通しを語りやすくすることができ

た。

E叩

( 円μ叶仏冷小恥札守V川グハtパ〈や川刊川叫『什4川iぷ刈吋:川川Aぱず
: 行ゲ、 大|ドもい. 目

‘ソj刊/んrJil〆σ ι 九ヤ心I一W 同じ長守ちr
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5 本時藁

0 直接比較や間接比較が難しい問題場面に出会い，磯信がもちにくい情報をもと
に長さ比べを行う活動において，身のまわりの様々なものの中から個々に選択し

た肪糊をもとに任意単位による長さの測定を行う活動を通して，友達の比べ方

キ結果に関心をもち，おEいに考えを交流させながら任意単位による長さの測定

の考えを共有することができる。

住糊・耐に縞搬する力t育てるた制::舗舶に離を慨し"G'(l
0 異なる基準量の媒介物を選択し，閉じ附物でも等しくない基準量で測定した

誤答をもとに.rその考え方がどうしていけないのカリを説明する活動を通して，
榊の目標 Ir同じ長さのいくつづ峨わないといけないJといった鵠単位による長さ

定のtf::;与を反例をもとに考えを確かめることができる。

側側L附抑制tめに砂酬撒to)
0 耕市と一緒に板奮をもとに本時の学習の過程を綬り返り.rいいね!カードJ
を貼たり，集まった「いし、ね!カ}ドJの場所を綬り返る活動を通して.r長さ
を比べるには，同じ長さのいくつ分で比べることJr同じ長さのものでないと比
べられないので，いつでも誰とでも長さを比べられるものがあればよいj といっ

た普遍単位による長さの測定への必護識をもつことができる。

(揃・蜘に舗を慨す肋持てM.めl::肱糊:鯛::r制)

学習活動 | 指導方法の工夫

場面絵

問題

うさぎと りすがべっべつのいけで魚をつりました。

どちらの つった魚が長いでしょう。

1 問題を知り.11(1)上のような場面絵と問題文を提示し，うさぎの釣った魚は「こぶし3つ分j

本時のめあて| であること，りすの釣った魚は「こぶし4つ分Jであることを知らせ.rこ
をつかむ。 I ぶし3つ分とこぶし4つ分では，どちらの魚が長いカ当と問いかけること

により.rうさぎとりすではこぶしの長さが違うため，このままでは比べ
られないJことに気付きゃすくする。
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(2) rうさぎとりすではこぶしの長さが遭うため，このままでは比べられない」
といった疑問の即むを取り上げ板割以こイ立置付けることで.rうさぎとりす
が釣った魚の長さを比べるには『同じ長さのいくつ分Jを使えばよい」
といった貝通しをもたせ，次のようなめあてを導くようにする。

めあて

本とうにりすPつった魚のほうが畏いのかはっきりさせよう!

2 うさぎとりI2 (1)伍意単位による長さの測定に必要な媒介物(基準劃になりそうなものを
すが釣っと魚| 問いかけ，身のまわりのものやこれまでの学習で扱ってきたものからいく

の長さの比べl っか出させることで，基準量を意識しながら伍意単位による長さの測定に
方を考える。 I 意欲的に取り組みゃすくする。

(2)子どもが発表してきたものを含んだ，任意単位による長さの測定に必要な

媒介物を織々な種類準備し， その中から個々に選択させることで， 意図的

に測定結果にギャップを生み出させ，後の話合いの場面において， お互い

の測定方法や結果に関心をもって交流しやすくする。

【多様な考えのもたせ方の工夫】

数図ブロック，お金模型 (10円玉).おはじき : 

似ι等しい基準量の府ト物)
様々な形状のクリップ，消しゴム，ベットボトルキャップ

{以上，異なる基準量の劇「物)

※子どもの選択が重なってもよいように，それぞれに寸づ昔な数量を準備する。:

-・・・・・・・・・------------------------------・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・ー--・
(3)上記の任意単位による長さの測定に必要な媒介物(基準量)の中に，後の

話合いの場面において反例の素材となりうる異なる基準量の媒介物を意図

的に準備しておくことで， 任意単位による長さの測定をいろいろな視点で

とらえやすくする。 【誤答の提示の工夫】

(4)次のような工夫をすることにより，操作と長さの比べ方を結び付けて考え

やすくする。

うさぎとりすが釣った魚が描かれているワークシ」トの上で，実際に自

分が選択した媒介物を操作しながら rooがし、くつ分」かを確かめさせる
ことで.~物の端と比べたいものの端を合わせることや，魚の絵に料、

である薗線に沿ってすきまなく並べて比べなければならないことに気付か

せやすくする。

ワークシ」ト上に魚の絵やその上で媒介物を操作したことに対応させて

rooがいくつ分」かを書き込める欄を設けておくことで，自分が選択し
た府ト物が基準量となっていることや「同じ長さのいくつ分」で比べなけ
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ればならないことに目を向けやすくする。

(5)机周指導において，特に次の2点に留意する。

自分のi聾択した~物の置き方に迷っている子どもには" rどこから置
いたらいいかJと問し、かけることで，比べたいものの端に合わせて媒介物

を並べられるようにする。

ワークシートに rooがいくつ分」かが書けている子どもには， rどう
して，こちらの魚のほうが長いといえるのか」と問いかけることで，媒介

物の操作と魚の長さの比べ方を結び付けた理由が説明できるようにする。

予惣される子どもの考え

りすの釣った魚

a .... 
て二d可

うさぎの釣った魚

(数図ブロックで比べる)

lees-.， 川
町
ぷ
|

‘
 ・一)'
 

「数図プロック4こ分と数図プロック半分でしたJ r数図プロック4こ分でしたJ
「だから，うさぎの釣った魚のほうが数図プロック半分だけ長かったです」

(お金模型で比べる)

金 @ @ 
rl0円玉3こ分でしたJ r 1 0円玉2こ分とあと少しでしたJ

「だから， うさぎの釣った魚のほうカりPしだけ長かったです」

3 うさぎとりI3 (1) rいくつ分になったのか」のみを問いかけ，そのギャップから友達が選択
すが釣った魚| した媒介物がいろいろ存在していることが明らかlこなったところで，席が

の長さの比べ| 隣や前後の友達と rooがいくつ分』だったのか，お互いに質問をしなが
方を話し合う。| ら，考えを交流する必要感をもたせやすくする。

【交流の必要感のもたせ方の工夫】

ω席が隣特可後の友達との話合いの際には特に次の2点に留意する。
友達がどのような測定方法をしているのか，また，その結果が自分と閉

じかどうかを確かめさせるようにすることで， rooがいくつ分」といっ
た視点で説明させやすくする。

測定方法が自分と異なる場合には本当に正しい結果なのか，実際に媒

介物をワークシート上で操作しながらお互いに確かめ合う活動にすること

で，自分や友達が測定した基準量を明確にして説明させやすくする。

(3)全体発表の際には，教材提示装置を介して，ワークシートの上に自分の選

択した筋糊を実際に乗せて操作しながら説明させることで， rooがい
くつ分」かを視覚的にとらえやすくする。

(4)発表の際には， r数図プロック4こ分と数図ブロック半分でしたJr数図プ
ロック4こ分でした」のように， rOOがいくつ分jかを明織にして説明

させることで，同じ長さのものをもとにして比べる必要性を確かめやすく

する。
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(5)子どもの考えが共有された後で. 1つ1つの考えを黒板に提示した絵に同

比率で拡大した掲示用の劇ト物を乗せて測定した結果を示すことで，基準

量とした鮒物とそのいくつ分かを視覚的に整理し，それぞれの考えを比

較しながら緩り返らせやすくする。

(め2，3例の考えが黒板に位置付き，rooがいくつ分」かで測定すればよ
いことカ明らかになってきたところで，教師が棟々な形状のクリップなど

の異なる基準量の媒介物を選択し.同じ媒介物でも等しくない基準量で測

定した観答を提示することで， r閉じ畏さのいくつ分を使わないといけな
い」といった任意単位による長さの測定の仕方について反例をもとに説明

し，任意単位による長さの測定の考えを確かめやすくする。

【反.OlJを示した説明のさせ方の工夫】

予想される子どもの考え

うさぎの釣った魚 りすの釣った魚

c::コD二::lC:D

(教師が提示する誤答)

「クリップを並べて比べました。

うさぎの釣った魚は3こ分， りすの釣った魚は4こ分でした。

だから， りすの釣った魚の方が，クリップ1こ分だけ長かった?すJ

(子どもの考え)

4幽匂
ミd ‘グ司
。ロロq

「先生に反対です。どうしてかというと， うさぎの方もりすの方もクリップを使っているけれ

ど，クリップの長さがパラパラだから?すJ

r(並べるものは)閉じものを使わないと，正しく長さを測ることができないよJ

「これではうさぎとりすがやった『こぶし』と似ている。まちがった比べ方になっているよJ

(7)任意単位による長さの測定の考えが確糾こなったところで，教師が釣って

きた魚を提示し，子どもに選択させる媒介物に期今味をかけさせt上で，
ワークシ}トの絵の上で断物を操作させながら長さを測定させる活動を

取り入れることで.r同じ長さのいくつ分Jの測定の仕方を確かめやすく
する。

予想される子どもの考え

「数園プロック. 6こ分でしたJ

r 10円玉.4こ分とあと少しでしたj
「同じ長さのクリップを集めて並べると. 16こ分でしたJ …など。

(8) rOOがいくつ分Jとそれぞれの基準量で発表してきたところで.r先生

が釣ってきた魚の長さは，いったいどれだけといえばいいのかなjと問う
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ことで，もとになるものが違うと比べられないことから，普遍単位の必要

性に気付きゃすくする。

4 本時のまと 14(1)教師と一緒に板書をもとに本時の学習の過程を撮り返り，数名の子どもに

めをする。 1 板書上の大切な考え方がわかるところ (f本日のおすすめポイントJ)に「い

いね!カード』を貼らせる活動を取り入れるζとで.今日の学習ではどん

な考え方が大切だったのか根拠を明らかにしながら振り返りやすくする。

【根拠を明確にした振り返りの工夫】

(2)板書に位置付けた「いいね!カード」を概観させ，カードが集中している
禍所を強調しながら「どうしてここが『本自のおすすめポイント』だった

のかな」と問うことで.rいいね!カード」を貼りに出てきていない子ど
もにも『長さを比べるには，閉じ長さのいくつ分で比べることJr閉じ長
さのものでないと比べられないので.いつでも雄とでも長さを比べられる

ものがあればよいこと」を明確にしながら，子どもの言葉で本時のまとめ

や次時への見通しを語りやすくする。 【次時への見通しの表出の工夫】

【本実践の極書】

6 省察

比べるものを並べてその差に着目する直

接比較や，ひもや棒などの媒介物を並べて

その差に着目する間接比較が難しい本時の

問題場面に出会った子どもは，異なった大

きさのこぶしの数で長さを比べるといった

確信がもちにくい情報をもとに「本とうに

りすのつった魚のほうが長いのかはっ

きりさせよう!Jといった本時の課題意識

をもつことができた。身のまわりの様々な

ものの中から個々に選択した媒介物をもと

に任意単位による長さの測定を行う活動を

通して，友達の比べ方や結果に関心をもち，

「何を使って測定したのかJrどちらの魚
の方が.00がいくつ分長かったのかJと
いった視点で質問したり，ワ}クシートの

上で媒介物を操作しながら説明したりする

など，お互いに考えを交流させながら任意

単位による長さの測定の考えを共有する姿

が見られた。

また. rOOがいくつ分Jかで測定すれ

ばよいことが明らかになってきたところ

で，教師の提示した異なる基準量の媒介物

で測定した誤容をもとに「その考え方がど

うしていけないのか」を説明する活動を通

して. r同じ長さのいくつ分を使わないと
いけない」といった任意単位による長さの

測定の仕方について反例をもとに説明し，

任意単位による長さの測定の考えを確かめ

る姿が見られた。

更に.本時の終末では，教師と一緒に板

番をもとに本時の学習の過程を振り返り，

「いいね!カードJを貼ったり，集まった

「いいね!カード」の場所を振り返たりす

る活動を通して. r長さを比べるには，閉
じ長さのいくつ分で比べることJr同じ長
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さのものでないと比べられないので，いつ

でも誰とでも長さを比べられるものがあれ

ばよい」といった普遍単位による長さの測

定への必要感を語ったりノートに奮いたり

する姿が見られた。

以上のことから，本実践では，自ら数量

や図形にかかわり，課題を発見し解決に向

かったり，数量や図形に関する多様な考え

を認め合い，友達とお互いの考えや考えの

よさを生かして共に課題を解決していった

りする「主体的・協働的に課題解決に取り

組むカ」が子どもの姿から明らかになった

のではないかと省察する。また，いろいろ

な視点で， 1つの数量や図形に関する見方

や考え方をとらえていく「多面的に吟味す

るJ活動を意図的に組み込むことで，他者

の考えを否定的にとらえるのではなく物事

をより多くの視点で吟味し，よりクリテイ

カルに考えていく「批判的に思考する力」

についても検証することができたと考え

る。

今後は，子どもの発達期に応じた協働

的に課題解決に取り組む姿や，本時(単元)

を振り返る姿，子ども自らが考えを聞い

直すような場面を意図的に組み込んだ授

業づくりに取り組んでいきたい。
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